
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小さな建替え・ 
空き家活用が、 
まちを再生する 

～地域と事業者と大学、 

みんなで考える生野の明るい未来 

大阪市内でも最も空き家の多い区のひとつである生野区。 

幅の狭い道が多く、老朽した住宅の建替えが進まないために、 
防災性や地域活力が低下していく恐れもあります。 

一方、区内には、まちへの愛着が深く、実行力の高い地域団体、 
長屋を魅力的に再生した事例、意欲的で個性的な事業者と 
そのアイデアなど、数多くの“資源”があります。 

生野で動き出している取組みをご紹介しつつ、さまざまなアイデアを 
プロフェッショナルたちが持ち寄り、生野の未来について考えます。 

 

 

生野でゾクゾク 

動きだしている 

取組みの紹介と 

これからのこと！ 

 

 

１、地域主体の仕組みづくり 

 

 

 

２、空き家リノベーションコンクール 

 

 

 

３、建替えのすゝめ 

 

 

 

４、須栄広長屋・オープンナガヤ大阪 

 

 

 

５、ＤＩＹムーヴメントの可能性 

 

 

 

６、新しい価値をつくるリノベーション 

 

 

 

７、みんなで生野の

明るい未来を考える 

 

 

 

小池 志保子 
大阪市立大学准教授  

山田 岳人  
㈱大都  代表取締役  

宮部 浩幸 
近畿大学准教授  

北 圭司 
NPO ライフデザイン代 表  

米田 淳  
大阪府不動産ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸ゙協会 副会長

 

生野の未来を 

考える人たち 

長 屋 再 生 の 
キーパーソン 

DIY ブームの 
火 付 け人  

リノベーション 
建 築 家 の急 先 鋒  

生 野 の 
再 生 請 負 人  

不 動 産 活 用 の 
スペシャリスト 

2016 年 3 月 26 日（土） 19 時～ 生野区役所６階大会議室 

申込み不要・参加無料   定員 100 名  

参加者の方全員にもれなく「建替えのすゝめ」（手引き）をプレゼント！ 

主 催：生 野 区 役 所  

問合せ先：生野区役所地域まちづくり課 

（TEL 06-6715-9017） 


